
大会開催報告書 
 

　晴々とした１月２７日（日）、BumB東京スポーツ文化館（マルチスタジオC）に
て、「第２回JDKF.空手道競技大会」を開催しました。国内初となる聴覚障害者向
けの「音声が見える空手道大会」として、審判員の声による合図の指示をライトの
点滅でしらせるなど、聞こえない選手が「聞こえないハンディ」を気にせず、安心
して競技に集中できるよう、情報保障の行き届いた環境が作られた大会です。去年
２月に同じ会場で初めて開催し、今回が２回目となります。 
 
　出場選手は全員で５３名、うち３１名がろう者・難聴者、２２名が聴者の選手で
した。審判員９名、ご来賓、ご来場のみなさま、運営スタッフをあわせて述べ１５
０名がこの会場に集まりました。 
 

 
 
１７のカテゴリーにそれぞれの選手がエントリーし、全空連のルールに従ってそれ
ぞれの競技に臨み、熱気溢れた戦いとなりました。特に「高校・一般」の形競技の
決勝戦では、北村陽（大阪）選手と小倉涼（埼玉）選手が、それぞれの得意形を演
武し、真剣な眼差しで勝負し、胸が熱くなりました。 

 
 



この大会には、音声が見える工夫が３つあります。 
１．審判員の合図をライトで知らせる。 
組手の競技中、審判員が「ヤメ！」と合図の声を出すのと同時に、赤いライトが点
滅します。これによってろう者も聴者もハンディなしに対等に試合に臨むことがで
きます。 

 
２．審判員の手話による「勝負始め」。 
組手競技の試合開始「勝負始め」を手話で表現します。審判員が手話を使うこと
で、聞こえない選手も安心して競技に臨むことができます。 



３．形名表示ボードの掲示 
形の競技では、大きな声で明確に、形名を伝えなければならないのですが、この大
会では手話や文字で、自分が演武する形名を申告します。目に見える情報があるこ
とで、ろう者も聴者も対等に情報を保障することができます。 

 
ろう者によるろう者のための大会に、聴者も参加したことで、お互いに歩み寄る
きっかけが出来たなら、この上ない喜びです。 
 
JKFanマガジンに取材して頂き、JKFanNEWSに掲載されました。 
https://goo.gl/2q4bKD 
またFacebookには、​感謝を伝える「JDKF OSS!!」の動画がアップされています。 

https://www.facebook.com/jkfan.karate.magazine/ 
雑誌媒体である、JKFan４月号（２月２３日発売）にも掲載される予定です。 
 
最後に、表彰式でメダルをもらった子どもたちが嬉しそうに「ありがとう」と手話
で応えてくれたり、ろう者と聴者がお互いにメダルを見せあい、言葉の壁を乗り越
えた触れ合いや交流が出来たことこそ、この大会が成功に収めることが出来たと、
書中をもってご報告させていただきます。 

https://goo.gl/2q4bKD
https://www.facebook.com/jkfan.karate.magazine/

